
 

 

〇 素敵な利賀っ子 

  校内を歩いていると「子供たち、すごいなぁ。」「がんばっているな。」ということを感じる素

敵な場面に出会います。先週末に見付けた素敵な場面を紹介します。 

 

 この日は、4年生のA君の誕生日でした。昼休み

に歓声が聞こえたので、教室に行ってみるとみんなで

A君のお祝いをしているところでした。いつの間に準

備したのかそれぞれ手に手作りのプレゼントも用意し

ていました。 

 聞くところによると昨年度から自然発生的に始まっ

たそうで、誕生日をみんなで祝うということが利賀小

学校では恒例になっているとのことです。素敵な仲間

です。 

 

   雨の日の昼休みです。プレイルームでバドミン

トンをしたり、一輪車の練習をしたり思い思いの

過ごし方をしていました。バドミントンをしてい

る Yさんが一輪車の練習をしているMさんに「上

手になってきたね。」と声をかけていました。しば

らく、他の子供たちもしばらくMさんの様子を見

守っていました。自分のやりたい遊びをしながら

も友達のことを気にかける、そんなことが自然に

できる子供たち、素敵です。 

 

 図書室に 1年生のMさんが作った本が並べてあります。Mさん

は、「みんなを楽しませたい。」と考えて本を書いたそうです。本のそ

ばには、Mさんが作った本をお勧めする看板もありました。看板は、

1年生のNさんが作ったそうです。よく目立つように赤の色画用紙を

使ったとのことです。 

自分が思いついたことをすぐに行動に移したMさん、そして、それ

を応援する Nさん。どちらも素敵です。 

                       （高田 公美） 
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